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観光客を北多摩に！！

平
成
27
年
度

税
制
改
正
決
着
‼

　

総
選
挙
が
終
了
し
た
翌
日
か
ら
、自
民
党
税
制
調
査
会

の
役
員
と
し
て
、平
成
27
年
度
税
制
改
正
作
業
に
着
手

し
、昨
年
末
30
日
に
平
成
27
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私
自
身
が
長
年
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
以
下
の
５
つ
の
課
題
に
つ
い
て

も
、そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
法
人
税
改
革
と
賃
金
上
昇
に
向
け
た
取
組（
雇

用
減
税
）

②
世
代
を
超
え
た
資
金
の
流
動
化（
贈
与
税
改

革
）

③
外
国
・
海
外
の
資
金
の
取
込
み（
訪
日
観
光
客
消

費
税
還
付
）

④
消
費
税
引
上
げ
延
期
に
伴
う
影
響
の
緩
和（
住

宅
市
場
対
策
）

⑤
そ
の
他（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
）

　
先
ず
、第
一
の
法
人
税
改
革
と
雇
用
減
税
で
す
が
、

今
回
の
改
正
で
は
、法
人
税
の
実
効
税
率
を
現
行
の
34・

62
％
か
ら「
数
年
で
20
％
台
」に
引
き
下
げ
る
た
め
、平

成
27
〜
28
年
度
に
3・29
％
の
引
下
げ
を
決
定
し
ま
し

た
。し
か
し
、単
に
法
人
税
が
下
が
っ
た
だ
け
で
、そ
の
分

が
企
業
内
部
に
た
め
こ
ま
れ
た
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。設
備
投
資
や
と
り
わ
け
賃
金
引
上
げ
に
つ
な
が

　新年を迎えました。
　平成27年における私の一つの目標として、地元における
観光産業の促進に取り組みたいと思います。
　昨年は、訪日観光客が、私自身が観光立国調査会の事
務局長として取り組んだ1000万人の大台を大きく超えて伸
びた節目の年となりました。訪日観光客の増加は、日本経済
全体に好影響を及ぼしていますが、今年は、そうした訪日観
光客の取込みを全国津々浦 ま々で広げる必要があります。
　そして、その津々浦々には、我々の地元である北多摩も
含まれます。観光客が多く宿泊する新宿・池袋から僅か30
分の北多摩は、半日のエクスカーションの場として最適で

す。しかも、この地域には、例えば都内に二つしかない国宝
の一つである正福寺、都内で数少ない造り酒屋である豊
島屋酒造、多摩湖や多摩丘陵の豊かな自然、都市農業、
独特なうどん文化や織物文化、多磨全生園や結核研究所
などの世界的な施設・・・等々、無数の観光資源があります。
　問題は、これをどう有機的に結びつけ、アピールしていく
か。観光立国調査会事務局長として培った観光人材ネット
ワークなども駆使して、積極的に取り組みたいと思います。
　少しでもご協力いただける方、「私達が住むこの街には
こんな魅力やセールスポイントがあるよ」とアイディアのある
方、木原誠二事務所まで是非ご連絡ください。
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PROFILE

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。賃
金
に
つ
い
て
は
、私

自
身
も
主
導
さ
せ
て
頂
き
、雇
用
減
税（
雇
用

や
賃
金
拡
大
を
実
施
し
た
場
合
の
減
税
措

置
、正
式
に
は「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」と
い
い

ま
す
）が
既
に
実
現
し
て
い
ま
す
が
、今
回
、法

人
税
引
下
げ
と
セ
ッ
ト
で
こ
の
雇
用
減
税
の
拡

充
も
実
施
し
ま
す
。今
後
、そ
れ
で
も
、設
備

投
資
や
賃
金
上

昇
に
明
る
い
兆
し

が
出
て
こ
な
い
場

合
は
、い
よ
い
よ

「
内
部
留
保
課

税
」に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が

出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
第
二
の
世
代
を
超
え
た
資
金
の
流
動
化
で

す
が
、こ
れ
も
私
自
身
が
長
年
主
導
し
て
き
た

点
で
あ
り
、我
が
国
に
は
1
0
0
0
兆
円
を

超
え
る
個
人
金
融
資
産
が
あ
り
ま
す
が
、そ

の
大
半
を
高
齢
世
帯
が
保
有
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
資
産
を
よ
り
資
金
を
必
要
と
し
て
い

る
子
や
孫
の
世
代
の
住
宅
資
金
や
教
育
資
金

な
ど
に
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ
う
、既
に
贈
与

税
の
軽
減
措
置

が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、今
回

の
改
正
で
は
、こ

れ
を
子
育
て
資

金
に
も
拡
充
し

ま
す
。

　

第
三
の
、外
国
・
海
外
の
資
金
の
取
込
み
で

す
が
、世
界
的
に
は
V
A
T
リ
フ
ァ
ン
ド
と
い

わ
れ
る
、観
光
客
に
対
す
る
消
費
税
の
還
付
で

す
。従
来
日
本
で
は
、税
法
上
、家
電
製
品
な

ど
一
部
の
商
品
し
か
旅
行
客
に
対
す
る
還
付

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、昨

年
度（
平
成
26
年
度
）改
正
に
お
い
て
、還
付

対
象
を
日
本
が
強
み
を
持
つ
化
粧
品
や
医
薬

品
、和
食
の
食
材
、地
方
の
民
芸
品
な
ど
に
も

拡
大
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、円
安
効
果
も
あ

り
、訪
日
観
光
客
の
年
間
の
消
費
額
は
3
兆

円
〜
４
兆
円
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。国
内

消
費
全
体
が
約
3
0
0
兆
円
で
す
か
ら
、高

齢
化・人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、１
％
の
消
費

下
支
え
効
果
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。今
回
の
改
正
で
は
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

百
貨
店
な
ど
で
の
還
付
手
続
き
の
柔
軟
化
を

図
り
ま
す
。

　
第
四
の
消
費
税
引
上
げ
延
期
に
伴
う
影

響
緩
和
と
し
て
は
、特
に
住
宅
市
場
対
策
と

し
て
、
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
の

延
長
と
子
や

孫
に
対
す
る

住
宅
資
金
の

贈
与
に
対
す

る
減
税
措
置

の
拡
充
を
行

い
ま
す
。住
宅

市
場
は
、そ
の

先
の
家
電
や

家
具
な
ど
を

含
め
、裾
野
の

広
い
産
業
で
す
の
で
、引
き
続
き
堅
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
で
す
が
、特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

で
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
導
入
に

向
け
て
、太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、予
算
措

置
と
し
て
の
補
助
金
制
度
も
あ
っ
て
、既
に
か

な
り
の
伸
び
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
、

そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
特
に
風
力

発
電
）も
税
制
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、医
療
関
連
で
は
、今
後
の
健
康
長

寿
社
会
実
現
に
向
け
て
、「
自
ら
の
健
康
を
自

ら
管
理
す
る
」視
点
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。い
わ
ゆ
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

こ
の
た
め
、現
在
は
医
療
費
控
除
の
枠
に
入
っ

て
こ
な
い
、薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
の

一
般
医
薬
品
に
つ
い
て
も
、そ
の一
部
を
税
制
措

置
の
対
象
と
す
る
よ
う
、初
め
て
、今
後
の

「
検
討
事
項
」と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

http://www.kiharaseiji.com


	150106_seijitayori_71_o
	150106_seijitayori_71_u

